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2013メ ーデーに、今回初めて党の政策を訴
えるビラを配布した。5月 打日、旭川河川敷
の会場、同じく津山地区と新見地区では連帯
あいさつとオスプレイ反対ビラ 。「新報」暑
外を配布、 3日 は、岡山ドームの連合メー

デー参加者に配布。また、4月 末から5月 の
ゴールデン週間では、党集中行動として呼び
かけ、 「暑外」戸副配布や街宣車で街頭から
の訴えをおこなった。 (左上 :旭川河川敷、
左下 :岡山ドームの会場入り□で、
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